
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 CASE―1 

  共同住宅の一室で、こたつのコードが半断線していたため、その部分が発熱し短絡（シ

ョート）して、近くのこたつ布団に着火し床や天井などが焼けました。 

  CASE―2 

 住宅で、20 年前から使用している電気カーペットのコードのプラグ付け根付近が半断

線していたため、その部分が発熱して被覆が溶け、短絡して出火し、カーペットや畳が焼

けました。 

 

 

 半断線とは、コード内部の複数の素線で構成される電線（より線）が、素線の一部が断線

した状態をいい、部分的に抵抗値が大きくなるため発熱し、それが原因で出火に至る火災が

あります。 

 半断線状態になると、製品を使うときに流れる電流の通り道（電線の断面積）が少なくな

っているにもかかわらず、同じ電流が流れようとするため、大きく発熱し、被覆を溶かし、

短絡や近くにある可燃物に火がついたりします。 

 自宅で使用している電気製品が電源コードを伸ばしたり曲げたりすると、スイッチを入切

したような状態になった経験はありませんか？断線している可能性があります！ 

⇒断線している製品でコードを曲げたりすると作動するような時は、まさに半断線の状態に

あり危険です！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「火事を知る！」 

「身を守る！」 

見えない「半断線」から火事になります！ 


